脳卒中地域連携パス説明会のご案内
地域連携パスは、病院、診療所の医師のみならず、（訪問）看護師、薬剤師、リハビリスタッフ、ケアマネジャーなど多職種が連携して患者さんを地域で支えていくためのツールです。また、パスは患者の到達目標（アウトカム）と、それを達成するための適切な治療、検査、処置など（タスク）を参加施設で共有することで、標準化（画一化ではありません）された医療、介護を提供します。さらに、登録した情報を分析し、在宅復帰率、入院期間、合併症や死亡率、再発率などがどのように変化したを評価することで、パスの改善につなげ、地域全体としての医療、介護のレベルアップが可能となります。
当地区では庄内南部地区地域連携パス推進協議会を設立し、大腿骨近位部骨折連携パス、脳卒中地域連携パスを運用しています。後者については、一昨年の11月の運用以来、500例以上の患者を登録し、おもに急性期病院、回復期病院間の病病パスとして、順調に運用されています。さらには、昨年10月からは、試験的に病院と診療所との間でのパスも運用されているところですが、3月からはいよいよ病診パスを本格稼働することになりました。それに向けての説明会を2月19日（金）に開催予定です。
当地区のパスの特徴は、IT化されていることです。急性期あるいは回復期（リハビリテーション）病院からの情報はパソコンで閲覧し、決められた項目の入力もパソコン上で行います。操作自体は簡単なもので、それほど負担になることはないと考えています。
脳卒中患者さんの急性期あるいは回復期（リハビリテーション）病院から診療所への紹介は、基本的には患者さんの希望に沿って決めますが、病院側はなるべくパスに乗せたかたちで診療所へつなげたいと要望しております。また、パスの運用を介して、地域全体でのレベルアップを目指すには、また地域としてデータを集積するには、なるべく多くの施設に参加頂きたいというのが推進協議会の総意です。すでに10数医療機関から、脳卒中パスへの参加希望がありますが、未参加の医療機関においては、この機会に是非、参加を検討して頂きたいと考えております。
　患者さんを地域全体で支え、より安全で質の高い医療・介護を提供するために、脳卒中地域連携病診パスに是非ご参加下さい。
脳卒中地域連携パス説明会
日時：2月19日（金）19:00～
場所：鶴岡地区医師会3階講堂
